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改訂履歴

	日付
	注意事項 / コメント / 変更内容

	2020年8月10日
	フィールドに検証を割当てる手順を追加しました。軽微な更新および修正を行いました。

	2020年4月27日
	[Authorization Request] チェック ボックスの名前を、ガイドのタイトル ページの [Request] に変更しました。表紙の日付に変更はありません。

	2020年1月15日
	著作権を更新しました。その他の変更はありません。表紙の日付は更新されていません。

	2019年12月13日
	フィールド検証は経費金額フィールドではサポートされないという重要な注意事項を追加しました。

	2019年2月11日
	著作権を更新しました。その他の変更はありません。表紙の日付は更新されていません。

	2018年4月16日
	表紙のチェック ボックスを変更しました。そのほかの変更および表紙の日付の更新はありません。

	2018年1月29日
	著作権を更新しました。その他の変更はありません。表紙の日付は更新されていません。 

	2016年12月14日
	著作権と表紙を更新しました。その他の内容の変更はありません。

	2016年10月27日
	コンテンツを新様式に更新しました。内容の変更はありません。

	2015年5月6日
	新しいユーザー インターフェースのスクリーン ショットに更新しました。そのほかの内容の変更はありません。 

	2014年10月10日
	2 種類のユーザー インターフェースについての情報を追加しました。そのほかの内容の変更はありません。

	2014年1月23日
	表紙と著作権を変更しました。そのほかの内容の変更はありません。

	2013年2月27日
	下記を変更しました。
· 「出張申請」から「申請」 へ名称変更（日本では11月に変更済みです） 
· クラッシック インターフェースを使用していた参照を削除しました。

	2012年12月28日
	商標を変更し、著作権を更新しました。内容の変更はありません。


	2012年2月
	著作権を変更しました。内容の変更はありません。

	2010年12月31日
	著作権を更新し、商標を変更しました。内容の変更はありません。

	2010年11月
	現行のユーザー インターフェースについての情報を追加しました。

	2009年12月
	単独の設定ガイドに変更しました。内容の変更はありません。


検証
セクション 1:  アクセス許可
ユーザーがこの機能へのアクセス権を持っているかどうかは場合によります。たとえば、特定のグループに対してのみアクセス権がある、または読取専用で作成や編集はできないなど、限定的なアクセス権を持っている場合があります。 
管理者はこの機能を使用する必要がありますので、適切なアクセス許可がない場合は、社内の SAP Concur 管理者にお問い合わせください。
さらに、このガイドに記載されている作業は Concur にのみ許可されているものもあります。この場合、Concur クライアント サポートにサービス リクエストしてください。 
セクション 2:  概要
検証機能では、カスタム フィールド レベルの検証を追加できます。検証を使用して、従業員がフィールドへの入力中にシステムに追加するデータ（電話番号など）を検証できます。
NOTE: Concur には複数の標準的な検証が読み込まれています。システム フィールドの検証は、主にデータ タイプを検証するため、表示されません。この章では、このような標準の検証と連動して機能する検証を作成する方法について説明します。
NOTE: 重要フィールド検証は経費金額フィールドではサポートされません。経費はしばしばシステムによって作成され、データ入力チェックに応答できません。また、検証がこのフィールドに設定されている場合、システムは正しく作動しないことがあります。
セクション 3:  検証の使用
検証ページにアクセスする
 [検証] ページにアクセスするには:
1. [管理」 をクリックし、[事前申請］、[経費精算] または [請求書処理] をクリックします。
NOTE: [管理] をクリックして表示される項目は、会社がどの SAP Concur 製品をご利用か、また割当てられたアクセス許可によって異なります。
2. [フォームとフィールド] をクリックします。 
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[フォームとフィールド] ページが表示されます。
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3. [検証] タブをクリックします。[検証] ページが表示されます。
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· フォームとフィールドの詳細については、設定ガイド「Concur Invoice: フォームとフィールド」、「Concur Expense: フォームとフィールド」または「Concur Request: フォームとフィールド」をご覧ください。
新しい検証の作成
新しい検証を作成する方法では特殊な構文を使用します。
· 条件編集ツールについてのさらに詳しい情報は、本ガイドの「条件式を理解する」セクションをご参照ください。
 新しい検証を追加するには:
4. [検証] ページで、[新規] をクリックします。 
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[検証] ウィンドウが表示されます。
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5. このフィールドに適切な情報を入力します。

	フィールド
	説明

	検証名
	検証の名前を入力します。

	正規表現
	有効な正規表現を入力します。 
注意: 正規表現は、定義した文字のパターンによりテキストを検証します。たとえば、電話番号の検証では、3桁の数字、ダッシュ、3桁の数字、ダッシュ、4桁の数字というパターン（xxx-xxx-xxxx）で検証を行います。この検証についてフィールドに入力する正規表現は、^[0-9]{3}-[0-9]{3}-[0-9]{4}$ のようになります。有効な正規表現の作成に必要な構文の詳細については、このガイドの 正規表現の記述 の節を参照してください。

	エラー メッセージ
	ユーザーが検証基準と一致しないデータを入力した際に、表示させたいメッセージを入力します。

	編集を許可したグループ
	データを修正するために管理者に必要なグループ権限を選択します。
· 「グローバル」を選択した場合、この検証は、グローバル グループの管理に割り当てられているすべての従業員が編集、削除できるようになります。階層内の下位レベルに割り当てられた他のすべての管理者は、この検証をコピーできますが、編集または削除はできません。「グローバル」を選択できるかどうかは、権限に応じて異なります。自分のグループ以下のグループのみを選択することができます。 
· たとえば「アメリカ合衆国」と「ヨーロッパ」などのように、グループを1つ以上選択する場合、管理者は「アメリカ合衆国」および「ヨーロッパ」に対し権限を持っている必要があります。管理者は継承によって、アメリカ合衆国とヨーロッパの下のすべてを編集する権限も得られます。管理者が、「アメリカ合衆国」の権限のみ持つ場合、この情報は、閲覧およびコピーのみ可能です。「グローバル」など、管理者が、「米国」と「ヨーロッパ」より上位にある1つ以上のグループに対する権限を持っている場合、管理者はこれらのグループ両方に対しても権限を持ちます。


6. [保存] をクリックします。 
検証のフィールドへの割り当て
 検証をフィールドに割り当てるには
7. [フォームとフィールド] ページで、[フォーム タイプ] リストから検証したいフィールドを含むフォームを選択します。
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8. [フォーム フィールド] タブをクリックします。 
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9. [フォーム フィールド] ページで、検証を割当てたいフィールドを含むフォームの横にある （＋） マークをクリックします。
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10. 検証を割当てたいフィールドをダブルクリックします。
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11. [フォーム フィールドの修正] ページで、[検証] リストからフィールドに割り当てたい検証を選択します。
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12. [保存] をクリックします。
既存の検証の編集
 既存の検証を編集するには:
13. 編集したい検証をクリックします。 
14. [修正] をクリックします。[検証] ウィンドウが表示されます。
15. 必要に応じて情報を編集します。
16. [保存] をクリックします。情報が更新され、[検証] ページが表示されます。
既存の検証の削除
フィールドに割り当てられた検証は削除できません。
 既存の検証を削除するには:
17. 削除したい検証をクリックします。
18. [削除] をクリックします。確認のダイアログ ボックスが表示されます。
19. [OK] をクリックします。選択した検証が削除されます。 
セクション 4:  正規表現の記述
正規表現のパターンは、/abc/ のような単純な文字の組み合わせや、/ab*c/ または /Chapter (\d+)\.\d*/ のような、単純な文字と特殊文字の組み合わせになります。後者の例にある括弧付きの文字列は、メモリ デバイスとしてシステムに解釈されます。このパターンとの一致はシステムに記憶され、後で使用されます。 
単純なパターンの使用 
直接一致を見つけるために、文字を単純な組み合わせた単純なパターンを作成できます。たとえば、パターン /abc/ は、文字「abc」がこの順番で存在する文字列にのみ一致します。このような検索は、"Hi, do you know your abc's?"や "The latest airplane designs evolved from slabcraft." のような文字列に対して有効です。どちらにも「abc」が含まれているためです。文字列「Grab crab」には「abc」が含まれていないため、一致しません。 
特別な文字列の使用 
「b」が複数含まれている文字列やスペースなど、直接一致以上の一致が必要な場合は、パターンに特殊文字を含めることができます。たとえば、パターン /ab*c/ は、「a」の1文字の後に「b」が0個以上含まれ（* は、その直前の文字が存在しないか含まれるという意味です）、その直後に「c」が続く文字列に一致します。文字列「cbbabbbbcdebc」では、「abbbbc」の部分に一致します。 
正規表現で使用可能なすべての特殊文字について、表1で説明します。 
表1: 正規表現で使用可能な特殊文字
	特殊文字
	定義

	\
	以下のうちいずれかを表します。
1. システムが通常、この文字を本来の文字として処理している場合、その次の文字が特殊文字であることを示しており、この文字は意味どおりには解釈されません。たとえば /b/ は文字 b に一致します。b の前にバックスラッシュを付けると（/\b/）、システムは次の文字を特殊文字と解釈するようになり、この場合、バックスラッシュは単語の境界を示す文字として機能します。
2. システムが通常、この文字を特殊文字処理している場合、その次の文字は特殊文字であることは示しません。システムはこの文字を意味どおりに解釈します。たとえばアスタリスク（*）は、直前の文字が0個以上ある文字列に一致する特殊文字です。したがって、/a*/ は、a が0個以上ある文字列に一致します。逆に、文字としての * に一致させるには、* の前にバックスラッシュを置いて /a\*/ と記述します。このように記述すると、a* のみが一致するようになります。

	^
	入力の冒頭に一致します。複数行のフラグを True に設定すると、改行直後の文字にも一致します。たとえば /^A/ は、「an A」の A には一致しませんが、「An A」の最初の A には一致します。

	$
	入力の末尾に一致します。複数行のフラグを True に設定すると、改行直前の文字にも一致します。たとえば /t$/ は、「catch」の t には一致しませんが、「cat」の最後にある t には一致します。

	*
	直前の文字の0個以上に一致します。たとえば /fo*/ は、「A fool」の fool や「The foibles of man」の ｆo に一致しますが、「Time goes by」には一致しません。 

	+
	直前の文字の1個以上に一致します。これは {1,} と同じです。たとえば /a+/ は、「Candy」の a や 「Caaandy」のすべての a に一致します。 

	?
	直前の文字の0個または1個に一致します。たとえば /e?le?/ は、「angel」の el や 「angle」の le に一致します。
? を量指定子（*、+、?、{}）直後に使用すると、その量指定子の最少回数に一致します。一方、既定の用法では最大回数に一致します。 
? はまた、先読みアサーションにも使用されます。この表の x(?=y) および x(?!y) についての説明を参照してください。

	.（小数点）
	改行を除く、1つの文字に一致します。たとえば /.n/ は、「No, I don't see an apple on that tree」の an や on に一致しますが、No には一致しません。 

	(x)
	x に一致し、その一致を記憶します。これはキャプチャリング括弧と呼ばれます。たとえば /(foo)/ は、「football」の foo に一致します。この一致した文字列を、結果の配列要素 [1], ..., [n] から呼び戻すことができます。

	(?:x)
	x に一致しますが、その一致を記憶しません。これは非キャプチャリング括弧と呼ばれます。この一致した文字列は、結果の配列要素 [1], ..., [n] から呼び戻すことはできません。

	x(?=y)
	x に y が続く場合にのみ、その x に一致します。たとえば /Back(?=Spring)/ は、「Spring」が続く「Back」にのみ一致します。/Back(?=Spring|Yard)/ は、「Spring」か「Yard」が続く「Back」にのみ一致します。ただし、「Spring」も「Yard」も一致結果には含まれません。 

	x(?!y)
	x に y が続かない場合にのみ、その x に一致します。たとえば /\Back+(?!\Spring)/ は、「Spring」が続かない「Back」にのみ一致します。もう1つの例を挙げましょう。/\d+(?!\)./.exec("3.141") では141は一致しますが、3.141は一致しません。

	X|Y
	x と y のいずれかに一致します。たとえば /one|two/ は、「One day」の one と 「Two days」の two に一致します。

	{n}
	この「n」は正の整数です。直前の文字のn個に一致します。たとえば /a{2} は、「candy」の a には一致しませんが、「caandy」のすべての a に一致します。また、「caaaandy」の最初の2つの a に一致します。

	{n,}
	この「n」は正の整数です。直前の文字の n 個以上に一致します。たとえば /a{2} は、「candy」の a には一致しませんが、「caandy」と「caaaandy」のすべての a に一致します。

	{n,m}
	この「n」と「m」は正の整数です。直前の文字の n 個以上、m 個以下に一致します。たとえば /a{1,3}/ は、a がない「cndy」、「candy」の a、「caandy」の最初の2つの a、「caaaaaaandy」の最初の3つの a に一致します。「caaaaaaandy」にはもっと多くの a が含まれていますが、最初の3つの a にのみ一致することに注目してください。 

	[xyz]
	文字列のセットです。角括弧で囲まれている文字のいずれか1つに一致します。ハイフンを使用すると、文字の範囲を指定できます。たとえば [abcd] は [a-d] と同じです。「brisket」の b や「ache」の c に一致します。 

	[^xyz]
	文字列のセットの否定または補集合です。角括弧で囲まれている文字以外に一致します。ハイフンを使用すると、文字の範囲を指定できます。たとえば [^abc] は [^a-c] と同じです。「brisket」の r や「chop」の h に最初に一致します。 

	[\b]
	バックスペースに一致します。 

注意: \b と混同しないように注意してください。 

	\b
	スペースや改行文字など、単語の境界に一致します。たとえば /\bn\w/ は「noonday」の no に一致し、/\wy\b/ は「possibly yesterday」の ly に一致します。

注意: [\b] と混同しないように注意してください。

	\B
	単語の境界以外に一致します。たとえば /\w\Bn/ は「noonday」の on に一致し、/\wy\b/ は「possibly yesterday」の ye に一致します。 

	\cX
	この「X」は制御文字です。文字列中の制御文字に一致します。たとえば /\cM/ は、文字列中の Control-M に一致します。 

	\d
	数字に一致します。[0-9] と同じです。たとえば /\d/ や /[0-9]/ は、「B2 is the suite number」の 2 に一致します。 

	\D
	数字以外に一致します。[^0-9] と同じです。たとえば /\D/ や /[^0-9]/ は、「B2 is the suite number」の B に一致します。 

	\f
	改ページに一致します。

	\n
	改行に一致します。

	\r
	復帰文字に一致します。

	\s
	スペース、タブ、改ページ、改行を含む1個のホワイトスペース文字に一致します。[ \f\n\r\t\v\u00A0\u2028\u2029] と同じです。たとえば /\s\w*/ は、「foot bath」の「 bath」に一致します。 

	\S
	ホワイトスペース文字以外の1つの文字に一致します。[ ^\f\n\r\t\v\u00A0\u2028\u2029] と同じです。たとえば /\S\w*/ は、「foot bath」の「foot」に一致します。 

	\t
	タブ文字に一致します。

	\v
	垂直タブ文字に一致します。

	\w
	アンダースコア（ _ ）を含む英数字に一致します。[A-Za-z0-9_] と同じです。たとえば /\w/ は、「apple」の a、「$5.28」の 5、「3D」の 3 に一致します。

	\W
	英数字とアンダースコア以外の文字に一致します。[^A-Za-z0-9_] と同じです。たとえば /\W/ や /[^$A-Za-z0-9_]/ は、「50%」の % に一致します。

	\n
	この「n」は正の整数です。その正規表現内で n 番目の括弧の部分に一致する最新の部分文字列への後方参照です（左からカウントします）。たとえば /apple(,)\sorange\1/ は、「apple, orange, cherry, peach」の「apple, orange,」に一致します。 

	\0
	NULL 文字に一致します。この後ろに別の数字を続けて記述しないでください。

	\xhh
	コード hh （2桁の16進数）の文字に一致します。

	\uhhhh
	コード hhhh （4桁の16進数）の文字に一致します。


括弧の使用
正規表現パターンの一部を括弧で囲むことで、一致した部分文字列をシステムに記憶しておくことができます。いったん記憶しておけば、後からその部分文字列を呼び出すことができます。 
例として /Chapter (\d+)\.\d*/ というパターンを使用してエスケープ文字と特殊文字について説明します。また、パターンの記憶される部分についても説明します。これはまず、「Chapter」という文字列に正確に一致し、それに続く1文字以上の数字（\d は数字、+ は1回以上の繰り返し）、それに続く小数点（それ自体は特殊文字であり、小数点の前の \ はパターンが文字 . そのものを探します）、それに続く0文字以上の数字（\d は数字を、* は0回以上の繰り返し）に一致します。さらに、最初に一致した数字を記憶するように、括弧を使用しています。このパターンは「Open Chapter 4.3, paragraph 6」で見つかり、「4」が記憶されます。一方、「Chapter 3 and 4」では見つかりません。この文字列は「3」の後にピリオドがないためです。 
マッチした部分を記憶せずに部分文字列に一致させたい場合は、その括弧内のパターンの前に ?: を付けてください。たとえば (?:\d+) は、1文字以上の数字に一致しますが、一致した文字列は記憶されません。
正規表現の例
以下のセクションでは、正規表現の記述例を説明します。
大文字にする必要があるフィールド
英字、ウムラウト（Ä、Ë、Ö、Ü）があるドイツ文字、または空の文字列を含み、すべて大文字にする必要があるフィールドは、次のように記述します。
^[A-Z\u00c4\u00cb\u00d6\u00dc\d]*$
^ は文字列の先頭に一致を必要とし、$ は文字列の末尾に一致を必要とします。大きな意味があり、文字列が空の場合の一致を防ぎます。Unicode 文字は \u00xx のようにエスケープして指定します。\d は数字を指定します。文字クラスで 0-9 のように記述することもできます。 
電話番号を検証するための特殊文字 
ユーザーに電話番号を入力させる必要がある場合、入力内容が正しい形式かどうかを次の正規表現により検証できます。
/\(?\d{3}\)?([-\/\.])\d{3}\1\d{4}/
この正規表現では、\(?で0個または1個の開始括弧を探し、続く \d{3} で3桁の数字を探します。さらに \)? で0個または1個の閉じ括弧、([-\/\.]) でダッシュ1個、フォワード スラッシュ（普通のスラッシュ）、小数点を探します。その後の \d{3} で3桁の数字、\1 で一致が記憶されたダッシュ、フォワードスラッシュ、または小数点、さらに \d{4} で4桁の数字を探します。 
以下の SAP Concur ソリューションに適用されます。


( Expense�( Professional/Premium edition�( Standard edition


( Travel �( Professional/Premium edition �( Standard edition


( Invoice�( Professional/Premium edition �( Standard edition


( Request�( Professional/Premium edition�( Standard edition








製品共通: 検証 


設定ガイド
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